
JP 5291722 B2 2013.9.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスペンサーであって、
　フレームと、
　前記フレーム上に位置付けられる両面接着テープのロールであって、末端を有するテー
プのロールと、
　前記フレーム上に配置されたタブピース保存及び付設ユニットであって、第１及び第２
の端部を備える伸張した形状を有し、前記第１と第２の端部との間で少なくとも部分的に
延在する少なくとも第１及び第２の主要対向壁を含み、第１及び第２の対向した主要表面
を含む積層体内に複数の個々のタブピースを更に含み、前記タブピース積層体は、前記第
１と第２の主要対向壁との間に配置される、ユニットと、を含み、
　前記第１の主要対向壁は、前記タブピース保存及び付設ユニットの前記第１の端部に隣
接し、第１の主要対向壁の長さに沿って長くとも４０％延在し、かつ前記タブピース積層
体の前記第１の主要表面の少なくとも一部分を暴露する窓を有し、
　前記第１の主要対向壁は、前記窓と、前記伸張したタブピース保存及び付設ユニットの
前記第２の端部との間に位置する非窓部分を更に含み、
　前記タブピース保存及び付設ユニットと前記テープのロールは、前記テープの末端が、
前記窓と重複する関係に位置付けられる際、前記テープが、前記タブピース保存及び付設
ユニットの前記第１の主要対向壁の非窓部分と重複する関係ではないように、配置される
、ディスペンサー。
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【請求項２】
　両面接着テープの末端に付設されたタブを有する、ある長さの前記接着テープを分配す
る方法であって、
　第１及び第２の主要表面を有する積層体に配置された複数の個々のタブピースを含むタ
ブピース保存及び付設ユニットを提供する工程であって、前記タブピース保存及び付設ユ
ニットは、第１及び第２の端部を備えた伸張した形状を有し、前記第１と第２の端部との
間に少なくとも部分的に延在する少なくとも第１及び第２の主要対向壁を含み、
　前記第１の主要対向壁は、前記タブピース保存及び付設ユニットの前記第１の端部に隣
接し、かつ前記タブピース積層体の前記第１の主要表面の一部分を暴露する窓を含む、工
程と、
　第１及び第２の主要接着面を含み、かつ末縁を含む末端を含む、ある長さの両面接着テ
ープを提供する工程と、
　前記窓と重複する関係にある前記接着テープの前記末端の前記第１の主要接着面を位置
付ける工程と、
　前記テープの前記第１の主要接着面が、前記タブ積層体の前記第１の主要表面に接触し
て、前記タブピース積層体の最上部の個々のタブピースを、前記接着テープの前記第１の
主要接着面に付設させるように、前記窓と重複する関係にある前記接着テープの末端の前
記第２主要表面の少なくとも一部分に押し付ける工程と、
　前記窓から前記テープの末端を引抜して、前記タブピース積層体の最上部の個々のタブ
ピースを、前記タブピース保存及び付設ユニットから除去させ、これによって、前記テー
プの末端の前記第１の主要接着面に付設され、かつ前記テープの前記末端を過ぎて突出す
るタブを有する、ある長さの両面接着テープを提供する工程と、
　前記タブの一部分が、前記テープの前記末端を過ぎて突出するように、前記テープの前
記末端を越えて前記タブの突出部分を巻きつけ、前記接着テープの前記第２の主要表面に
、前記タブの前記第１の主要表面を付設する工程と、
　これによって、前記接着テープの双方の主要表面に付設され、かつ前記ある長さの接着
テープの末端を過ぎて突出するタブを有する、ある長さの両面接着テープを提供する工程
と、を含む、方法。

【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　接着テープは、多年にわたり用いられている。接着テープの一部分が、非粘着化され得
る、あるいは別の方法で非接着化され得る、デバイス及び方法が知られている。例えば、
Ｒｙｄｅｒ及びＲａｎａｌｌｅｔｔｓの米国特許第５，１１８，３８１号は、接着面を有
するテープのためのテープディスペンサー装置を開示しており、それは、テープの多数の
被覆された接着面部分を提供するために、コンパートメントから連続して除去し、接着テ
ープ表面の部分に印加することができる複数の個々のタブを担持するためのコンパートメ
ントを含む。ＰＣＴ国際公開第ＷＯ　９８／０６６５２号は、従来の長い片面接着テープ
の端部にプルタブ又は「把持部」を形成するのに使用できる長さ切断固定部を開示してい
る。長さ切断固定部は、把持部を包含する長いテープを、あらゆる所望の長さに切断する
役割も果たす。把持部は、テープの端部をそれ自体の上に折り返すことによって形成され
る。
【０００２】
　いわゆる両面接着テープ（即ち、双方の主要対向表面上に接着剤を有するテープ）も、
広範に知られている。例えば、いわゆる延伸剥離接着テープは、様々な組み立て、接合、
貼り付け、及び取り付けの用途で有用である。デバイス及び方法は、延伸剥離接着テープ
の特定の部分の接着面が、（ユーザーが、テープの延伸剥離特性を活性化するためにタブ
をつかみ、かつ引っ張ることができるように）非接着性プルタブとしての機能を果たすこ
とができるように、非接着の状態にすることができることが知られている。例えば、Ｌｕ
ｈｍａｎｎ　ｅｔ　ａｌ．の米国特許第５，４９１，０１２号には、再剥離可能な接着の
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ための接着フィルムのストリップが開示されており、ストリップの一端には、両側上に、
引っ張るためのタブとしての機能を果たすと同時に、紫外線非透過性のカバーを提供する
。米国特許第６，６４１，９１０号（Ｂｒｉｅｓ及びＪｏｈａｎｓｓｏｎ）は、手動で係
合可能なプルタブを形成するのに使用できる分割型ライナーを包含する延伸剥離テープを
開示している。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書は、テープの長さの末端で突出したタブを有する、伸張した長さの両面接着テ
ープを提供するためのデバイス及び方法を開示する。特に、本明細書は、テープの長さの
末端で突出したタブを有する、伸張した長さの延伸剥離接着テープを提供するためのデバ
イス及び方法を開示する。このような突出したタブ（しばしば、プルタブと呼ばれる）は
、テープの延伸剥離特性を活性化するように、ユーザーによって、つかまれ、かつ引っ張
られることが可能である。
【０００４】
　出願者は、個々のタブピースが除去され、伸張した長さの両面接着テープの末端に付設
され得る、個々のタブピースの積層体を含むデバイスを開示する。タブは、タブピース保
存及び付設ユニットにて提供される。一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニ
ットは、第１及び第２の端部とともに伸張され、少なくとも第１及び第２の主要壁を含む
。（本明細書で後に詳細に記載されるように、タブは、追加の任意の側壁及び端壁によっ
てユニット内に担持され得るか、又は付勢要素によって付与された圧力によって担持され
得る）。ユニットの第１の主要壁は、ユニットの第１の端部に隣接した窓を含み、それは
、接着テープの第１の主要接着面が、最上部のタブピースの暴露した主要表面に接触し、
接着面にタブピースを接着するために、ある長さの両面接着テープの末端を、窓と重複す
る関係に設置し、窓に変形することができるように、個々のタブピースの積層体の、最上
部のタブピースの１つの主要表面の一部分を暴露するのに役立つ。その後、両面接着テー
プは、隣接する窓から引抜かれ、それにより、タブピース保存及び付設ユニットに、残り
のタブピースを残しながら、タブピース積層体から接着したタブピースを除去することが
できる。
【０００５】
　したがって、本デバイス及び手順は、ある長さの両面接着テープに、末端に付設された
タブピースを提供する。一実施形態において、ユニットの第１の主要壁の窓は、付設され
たタブピースの遠位端が、接着テープの長さの末端の末縁を過ぎて突出するようにサイズ
調整され、位置付けられる。したがって、タブピースの突出する部分の遠位端は、その後
、末端上で巻きつけられ、接着テープの第２の主要側面に接着することができる（剥離ラ
イナーは、存在する場合、除去されている）。特に、付設されたタブピースの遠位端が、
テープの末端の末縁を過ぎて十分に突出するように、タブピースは、サイズ調整され、窓
は、サイズ調整及び位置付けされ、末端上にタブピースを巻きつけ、かつタブピースの遠
位端をテープの第２の主要表面に付設する際、このように形成された突出するタブの一部
分は、ユーザーによって容易に把持可能であるように、接着テープの末端の末縁を十分に
越えて延在する。このようにして、伸張した長さの両面接着テープに、その末端に付設さ
れ、かつ末端を越えて突出するプルタブを提供する。
【０００６】
　タブピース保存及び付設ユニットは、両面接着テープを分配するために、単独で提供さ
れ得る、又は（例えば、ディスペンサーに付設される、又はディスペンサーの一体的に形
成された一部分として）ディスペンサーとともに提供され得る。テープディスペンサーと
ともに提供される場合、タブピース保存及び付設ユニット、及び接着テープのロールは、
テープの末端が、タブピース保存及び付設ユニットの第１の端部に隣接した窓と重複する
関係に位置付けられる場合、テープは、ユニットの第２の端部と重複する関係ではないよ
うに、配置される。つまり、伸張した長さのテープは、ユニットの第２の端部の方向に延
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在するよりもむしろ（即ち、ユニットの非窓部分上に延在するよりもむしろ）、ユニット
の第２の端部から離れた方向に、窓から延在する。この構造は、窓を通して暴露しない最
上部のタブの部分が、両面テープの末端の末縁を越えて突出することを確実にする。した
がって、タブが、ある長さのテープに付設され、かつ窓から除去される場合、タブの一部
分は、テープの末端を越えて突出する。
【０００７】
　したがって、一態様において、出願者は、フレームと、フレーム上に位置付けられる両
面接着テープのロールであって、末端を有するテープのロールと、フレーム上に配置され
たタブピース保存及び付設ユニットであって、第１及び第２の端部を備える伸張した形状
を有し、第１と第２の端部との間で少なくとも部分的に延在する少なくとも第１及び第２
の主要対向壁を含み、第１及び第２の対向した主要表面を含む積層体内に複数の個々のタ
ブピースを更に含み、タブピース積層体は、第１と第２の主要対向壁との間に配置される
、ユニットと、を含み、第１の主要対向壁は、タブピース保存及び付設ユニットの第１の
端部に隣接し、かつタブピース積層体の第１の主要表面の少なくとも一部分を暴露する窓
を含有し、第１の主要対向壁は、窓と、伸張したタブピース保存及び付設ユニットの第２
の端部との間に位置する非窓部分を更に含み、タブピース保存及び付設ユニットとテープ
のロールは、テープの末端が、窓と重複する関係に位置付けられる際、テープが、タブピ
ース保存及び付設ユニットの第１の主要対向壁の非窓部分と重複する関係ではないように
配置される、を含むディスペンサーを開示する。
【０００８】
　したがって、別の態様において、出願者は、接着テープの末端に付設されたタブを有す
る、ある長さの両面接着テープを分配する方法を開示し、それには、第１及び第２の主要
表面を有する積層体に配置された複数の個々のタブピースを含むタブピース保存及び付設
ユニットを提供する工程であって、タブピース保存及び付設ユニットは、第１及び第２の
端部を備えた伸張した形状を有し、第１と第２の端部との間に少なくとも部分的に延在す
る少なくとも第１及び第２の主要対向壁を含み、第１の主要対向壁は、タブピース保存及
び付設ユニットの第１の端部に隣接し、かつタブピース積層体の第１の主要表面の一部分
を暴露する窓を含む、工程と、第１及び第２の主要接着面を含み、かつ末縁を含む末端を
含む、ある長さの両面接着テープを提供する工程と、窓と重複する関係にある接着テープ
の末端の第１の主要接着面を位置付ける工程と、テープの第１の主要接着面が、タブ積層
体の第１の主要表面に接触して、タブピース積層体の最上部の個々のタブピースを、接着
テープの第１の主要接着面に付設させるように、窓と重複する関係にある接着テープの末
端の第２主要表面の少なくとも一部分に押し付ける工程と、窓からテープの末端を引抜い
て、タブピース積層体の最上部の個々のタブピースを、タブピース保存及び付設ユニット
から除去させ、これによって、テープの末端の第１の主要接着面に付設され、かつテープ
の末端を過ぎて突出するタブを有する、ある長さの両面接着テープを提供する工程と、タ
ブの一部分が、テープの末端を過ぎて突出するように、テープの末端を越えてタブの突出
部分を巻きつけ、接着テープの第２の主要表面に、タブの第１の主要表面を付設する工程
と、これによって、接着テープの双方の主要表面に接着され、かつある長さの接着テープ
の末端を過ぎて突出するタブを有する、ある長さの両面接着テープを提供する工程と、を
含む。
【０００９】
　したがって、更に別の態様において、出願者は、伸張した長さの両面接着テープの末端
に、突出するタブを付設するためのデバイスを開示し、デバイスは、第１及び第２の主要
表面を有する積層体に配置された複数の個々のタブピースを含有する、タブピース保存及
び付設ユニットであって、タブピース保存及び付設ユニットは、第１及び第２の端部を備
えた伸張した形状を有し、第１と第２の端部との間に少なくとも部分的に延在する少なく
とも第１及び第２の主要対向壁を含む、タブピース保存及び付設ユニットを含み、第１の
主要対向壁は、タブピース積層体の第１の主要表面の少なくとも一部分を暴露する窓を含
み、窓は、縁により全側面を画定され、縁は、伸張したユニットの縦軸に対して実質的に
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横方向に配向される前縁及び後縁と、伸張したユニットの縦軸に対して実質的に平行に配
向される第１及び第２の側縁とを含み、タブピース保存及び付設ユニットは、窓の前縁に
位置付けられるフランジを含み、フランジは、タブピース積層体の第１の主要表面の一部
分と重複する関係にある。
【００１０】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下の「発明を実施するための形態」から明らかにな
るであろう。しかしながら、上記要約は、請求された主題に関する限定として決して解釈
されるべきでなく、主題は、手続処理中に補正され得る添付の特許請求の範囲によっての
み規定される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】例示のタブピース保存及び付設ユニットの斜視図。
【図１ａ】図１のタブピース保存及び付設ユニットの断面図であり、図１の線１ａに沿っ
て切り取られ、更にある長さの両面接着テープの切断面。
【図２】別の例示のタブピース保存及び付設ユニットの斜視図。
【図３】例示の付勢要素を含む例示のタブピース保存及び付設ユニットの側面図。
【図４】末端に付設したタブピースを有する、ある長さの両面接着テープの側面図。
【図５】タブピース保存及び付設ユニットを含む、例示のテープディスペンサーの分解斜
視図。
【図６】タブピース保存及び付設ユニットを含み、かつテープのロール及びタブピース積
層体を含む、例示のテープディスペンサーの平面図。
【図７】タブピース保存及び付設ユニットを含み、かつテープのロール及びタブピース積
層体を含む、例示のテープディスペンサーの平面図。
【図８】タブピース保存及び付設ユニットを含み、かつテープのロール及びタブピース積
層体を含む、例示のテープディスペンサーの平面図。
【図９】タブピース保存及び付設ユニットを含み、かつテープのロール及びタブピース積
層体を含む、例示のテープディスペンサーの平面図。
【図１０】タブピース保存及び付設ユニットを含む、例示のテープディスペンサーの分解
斜視図。
【００１２】
　様々な図面において、類似参照記号は類似要素を表す。特に指定されない限り、本文献
における全ての図面及び図は、一定の縮尺ではなく、本発明の異なる実施形態を例示する
目的で選択される。特に、様々な構成要素の寸法は、例示的な用語としてのみ記述され、
様々な構成要素の寸法間の関係が、図面から推測されるべきではない。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　「最上部」、「底部」、「上部」、「下部」、「前部」、「後部」、並びに「第１」及
び「第２」などの用語が本開示中で使用され得るが、これらの用語は相対的な意味におい
てのみ使用されることを理解すべきである。
【００１４】
　本明細書は、積層体３０に配置された複数の個々のタブピースを含むデバイスを開示し
、ここから、個々のタブピースが、除去され、伸張した長さの両面接着テープ５０の末端
５３に付設され得る。タブ積層体３０を、タブピース保存及び付設ユニット１０に提供し
、この例示図を、図１及び２に示す。一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニ
ット１０は、伸張され、縦軸（例えば、図１に「ｘ」で表示された軸）並びに第１の端部
１５及び第２の端部１６を含む。一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニット
１０は、少なくとも対向側に面する第１の主要壁１１及び第２の主要壁１２を含む。一実
施形態において、図１及び１ａに例示されるように、第１の主要壁１１及び第２の主要壁
１２は、それぞれ、実質的に平らである。別の実施形態において、第１の主要壁１１及び
第２の主要壁１２は、図２に例示されるように、ユニットは、弓状構造を含むように、弓
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状である（明確にするために、タブ積層体３０は、図２から省略される）。第１の主要壁
１１及び第２の主要壁１２は、タブピース保存及び付設ユニット１０の第１の端部１５か
ら第２の端部１６まで部分的に、又は完全に、延在し得る。
【００１５】
　第１の主要壁１１は、開口部２０（以下、「窓」と称する）を含み、それは、ある長さ
の両面接着テープ５０の末端５３を、（図１ａに示されるように）窓２０と重複する関係
に設置することができるように、積層体３０の第１の主要表面３１（即ち、タブピース積
層体３０の最上部タブピース３３の第１の主要表面３１）の一部分に暴露するのに役立つ
。テープ５０の末端５３の少なくとも一部分は、接着テープ５０の第１の主要な接着面５
１が、最上部のタブピース３３の第１の主要表面３１の暴露した部分の少なくとも一部に
接触し、接着面５１にタブピース３３を粘着するように、窓２０に変形され得る。その後
、両面接着テープ５０は、隣接する窓２０から引抜かれ、それによって、タブピース保存
及び付設ユニット１０の残りのタブピースを引き離しながら、タブピース積層体３０から
粘着したタブピース３３を除去することができる。
【００１６】
　一実施形態（図１及び２に図示される）において、窓２０は、ユニット１０の第１の端
部１５に隣接して位置付けられる。様々な実施形態において、窓２０は、前縁２１及び後
縁２２を含み、これらのそれぞれは、伸張した長さのユニットに対して実質的に横方向に
配向される（即ち、図１を参照にすると、ユニット１０の「ｙ」軸に沿って実質的に配向
される）。前縁２１は、窓２０が隣接して位置付けられるユニット１０の端部１５に最も
近い窓２０の縁として、本明細書に定義され、後縁２２は、窓２０が最も離れて位置付け
られるユニット１０の端部１６に最も近い窓２０の縁として、本明細書に定義される。し
たがって、一実施形態において、第１の主要壁１１は、少なくとも窓２０の後縁２２から
ユニット１０の端部１６まで延在する。
【００１７】
　窓２０はまた、第１の側縁２３及び第２の側縁２４も有し得、伸張した長さ（「ｘ」軸
）のユニット１０とともに実質的に調整される。一実施形態において、前縁及び後縁並び
に側縁は、ユニット１０の第１の主要壁１１の部分により画定される。追加の実施形態に
おいて、様々な窓縁は、他の要素（例えば、本明細書で後に詳細に記載される、側壁、フ
ランジ、位置合わせレール、及び／又は末端停止部等の任意の構成要素）により画定され
る。
【００１８】
　一実施形態（図１及び２に図示される）において、窓２０は、ユニットの第１の主要壁
１１の大部分の幅（即ちユニット１０の「ｙ」軸に沿って）であるような大きさである。
様々な実施形態において、窓２０は、ユニット１０の第１の主要壁１１の幅に対して少な
くとも約６０％、８０％又は１００％延在する。一実施形態（図１及び２に図示される）
において、窓２０は、ユニットの第１の主要壁１１の一部の長さ（即ちユニット１０の「
ｘ」軸に沿って）であるような大きさである。様々な実施形態において、窓２０は、ユニ
ット１０の第１の主要壁１１の長さに沿って長くとも約４０％、３０％又は２０％延在す
る。
【００１９】
　本明細書で後に詳述されるように、ユニット１０の第１の端部１５に隣接する窓２０の
位置付け、及び窓２０のサイズ調整は、ユニット１０の一部の長さを含むが、ユニット１
０を使用して、ある長さの両面接着テープにタブを付設する際、タブは、テープの末端を
越えて突出するであろう。
【００２０】
　様々な追加の任意の機能は、デバイス及び方法の機能化を支援するために提供され得る
。一実施形態（図１及び２中に図示される）において、ユニット１０は、窓２０の後縁２
２に隣接して位置付けられる末端停止部１７を含む。末端停止部１７は、窓２０と重複す
る関係にある両面テープ５０の末端５３の位置付けの際、ユーザーを支援することができ
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る（例えば、末端停止部１７の主要表面３に対して長さのテープ５０の末縁５４を隣接さ
せることにより）。一実施形態において、末端停止部１７は、窓２０の後縁２２とともに
調整される。更なる実施形態において、末端停止部１７は、窓２０の後縁２２を画定する
。一実施形態において、末端停止部１７は、ユニット１０の幅に対して（即ち短軸「ｙ」
に沿って）実質的に平行に位置付けられる。一実施形態において、末端停止部１７は、第
１の主要壁１１の上（即ち図１の「ｚ」方向）に、突出する。
【００２１】
　一実施形態（図１及び２に図示される）において、末端停止部１７は、主要表面３を含
み、それは、概して、ユニット１０の「ｙ」軸に沿って平らであり、ユニットの第１の主
要壁の平面に対して実質的に垂直に位置付けられる。代替的な実施形態において、末端停
止部１７は、末端停止部１７の遠位端４が、末端停止部１７の近位端２よりも窓の前縁２
１により近くなるように、位置付けられる。そのような場合において、末端停止部１７の
表面３は、実質的に平らであり得、代替として、末端停止部１７の表面３は、弓状であり
得る。
【００２２】
　一実施形態において、ユニット１０は、窓２０に隣接して少なくとも１つの位置合わせ
レール１８を含む。このような位置合わせレール１８は、ユニット１０の「ｙ」軸を参照
して、長さのテープ５０を位置付けるのに有用であり得る。一実施形態において、位置合
わせレール１８は、窓２０の第１の側縁２３に隣接して位置付けられ、側縁２３とともに
実質的に調整される。更なる実施形態において、位置合わせレール１８は、側縁２３を画
定する。一実施形態において、位置合わせレール１８は、ユニット１０の第１の主要壁１
１を越えて延在する（例えば、上に突出する）。使用する際、長さの両面テープ５０の側
縁５５は、「ｙ」方向に、窓２０に対してテープの適切な設置のために、レール１８に隣
接して位置付けられ得る（例えば、レール１８に当接され得る）。
【００２３】
　一実施形態（図１及び２に図示される）において、ある長さの両面接着テープ５０がそ
れらの間に誘導されるように、窓の第１の側縁２３に隣接する第１のレール１８、及び窓
の第２の側縁２４に隣接する第２のレール１８を含む、２つの位置合わせレール１８を提
供する。一実施形態において、レール１８は、ユニット１０の第１の主要壁１１を越えて
延在する（例えば、上に突出する）。一実施形態において、レール１８は、互いに平行で
ある。別の実施形態において、レール１８は、窓２０の前縁２１に隣接してより遠くに離
れたレール１８、及び窓２０の後縁２２に隣接してともにより近接したレール１８を用い
て、互いにある角度で位置付けられ、レール１８の間で長さのテープ５０を誘導するのに
役立つ。
【００２４】
　一実施形態（図１及び２に図示される）において、ユニット１０は、窓２０の前縁２１
に隣接して位置付けられるフランジ１９を含む。フランジ１９は、タブピースが、窓２０
から誤って陥落しないように、ユニット内でタブピース積層体３０を固定するのに有用で
あり得る。一実施形態において、フランジ１９の遠位端７は、窓２０の前縁２１を画定す
る。様々な実施形態において、フランジ１９は、ユニット１０の主要壁１１、及び／又は
ユニット１０の１つ以上の側壁に付設され得る。様々な実施形態において、フランジ１９
は、ユニット１０の第１の主要壁１１の平面とともに実質的に調整して位置付けられ得る
（図１及び２等の場合）、又はフランジ１９は、フランジ１９の遠位端７が、フランジ１
９の近位端６よりも、ユニット１０の第２の主要表面１２に若干近接するように（即ち、
「ｚ」軸に沿って）、角をなし得る。
【００２５】
　フランジ１９は、機械的に強力であるように（「ｚ」軸に沿って）十分に厚さがあるべ
きであるが、最上部のタブピース３３の第１の主要表面３１に接触させるために、窓２０
に十分に深く接着テープ５０を変形させることが困難になるような厚さであるべきではな
い。したがって、様々な実施形態において、遠位端７でのフランジ１９の厚さは、最大で
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約１ｍｍ、０．５ｍｍ、又は０．２ｍｍである。一実施形態において、フランジ１９は、
遠位端７での厚さが、近位端６での厚さよりも小さくなるように、先細にされる。
【００２６】
　上で言及されるように、フランジ１９は、タブピースが、窓２０から陥落するのを防ぐ
ために、十分な範囲までタブピース積層体３０と重複する関係であるような大きさであり
、位置付けられるべきである。したがって、様々な実施形態において、フランジ近位端６
からフランジ遠位端７までの距離は、少なくとも約０．５、１．０又は１．５ｍｍである
。しかしながら、フランジ１９は、テープ接着面５１が、デバイスの使用において、フラ
ンジ表面５に接触する場合には、フランジ１９に付設される接着テープ５０の可能性を過
度に増大させるような大きな領域を含むべきではない。したがって、様々な実施形態にお
いて、フランジ近位端６からフランジ遠位端７までの距離は、少なくとも約５、４、又は
３ｍｍである。
【００２７】
　フランジ１９は、窓２０の全幅に対して（「ｙ」方向に）延在してよく、又はそれは、
窓２０の幅の一部分に対してのみ延在してもよい。一実施形態において、多数の小フラン
ジが使用され得る（例えば、くし型構造を含むため）。一実施形態において、フランジ主
要表面５は、表面５に接着させるためにテープ５０の第１の主要接着面５１の能力を最小
限にするために、提供又は処理され得る。例えば、フランジ１９は、低表面エネルギー材
料（例えば、フルオロポリマー）を含むことができ、又は表面エネルギーを低下させる処
理を有する、コーティング、処理等であり得る。
【００２８】
　タブピース保存及び付設ユニット１０を適応させ、個々のタブピースの積層体３０を収
容し、保存し、かつある長さの両面テープ５０に対する個々のピースの付設を促進する。
したがって、ユニット１０は、上で詳細に記載される窓２０部分を除いて、タブ積層体を
部分的に又は実質的に取り囲むコンパートメントを画定し得る。このようにして、第１の
主要壁１１及び第２の主要壁１２に加えて、ユニット１０は、１つ以上の側壁１３及び１
４、並びに／又は１つ以上の端壁１１５及び１１６（図１、１ａ、及び２の例示の図に示
される）を含み得る。
【００２９】
　側壁及び／又は端壁は、存在する場合、主要壁１１及び１２の平面に対して実質的に垂
直に配向され得る（このような構造は、図１及び２の例示の図に示される）。いくつかの
実施形態において、側壁（単数又は複数）及び／又は端壁（単数又は複数）は、存在しな
い場合がある。例えば、第１及び第２の主要壁１１及び１２は、ともに結合される（例え
ば、加熱密閉、超音波結合等によって）、第１及び第２の主要壁の様々な縁とともに、タ
ブ積層体の片方若しくは双方の側縁及び／又は端縁を越えて延在するように設計され得る
。この場合、ユニット１０の周囲の一部の部分又は全ては、真の側壁が存在しない場合で
さえも、タブ積層体を更に安全に含有するように、囲まれ得る。
【００３０】
　一実施形態において、タブ積層体３０は、下に記載されるように、主として、付勢要素
９により適用される圧力によって、ユニット１０内に保持される。このような場合におい
て、このような要素は、必要に応じて、更に含まれ得るが、側壁、端壁等を提供するため
には、必要としない場合がある。
【００３１】
　一実施形態において、タブピース積層体３０は、タブ積層体の第１の主要表面３１（即
ちタブ積層体内の最上部のタブピース３３の第１の主要表面３１）が、第１の主要壁１１
に隣接し、タブ積層体の第２の主要表面３２が、第２の主要壁１２に隣接するように、ユ
ニット１０の第１の主要壁１１と第２の主要壁１２との間に位置付けられる。一実施形態
（図１ａ中に図示される）において、ユニット１０の第２の主要壁１２が、ユニット１０
の第１の主要壁１１の方向にタブ積層体を促し、（タブ積層体３０の第１の主要表面３１
が、第１の主要壁１１の窓２０に隣接するようにタブ積層体３０を位置付けるために）タ
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ブ積層体３０を保持するために、タブ積層体３０を第２の主要表面３２に対して押し付け
るように配置された付勢要素９を含む。様々な実施形態において、付勢要素９は、第２の
主要壁１２の一部として提供され得、主要壁１２の一部を交換することができ、主要壁１
２に付設することができ、主要壁１２の上（即ち「ｚ」軸に沿って上方）に備えること等
ができる。
【００３２】
　一実施形態において、付勢要素９は、圧縮性発泡体（例えば、発泡ゴム）等の一片の弾
力性のある材料、本質的に弾力性のある一片の固体材料（例えば、ゴム、シリコーン等）
等を含む。弾力性のある材料は、必要に応じて、固体材料により裏打ちすることができる
。代替的な実施形態において、付勢要素９は、バネにより裏打ちされるプラテン（例えば
、一片の固体材料）を含む。更に別の代替的な実施形態（図３中に図示される）において
、付勢要素９は、板バネ８１を含む。板バネ８１は、近位端８２で固定され（例えば、ユ
ニット１０の主要壁１２の一部分に付設される）、近位端８２よりも第１の主要壁１１に
より近く位置付けられる遠位端８３を用いて、遠位端８３で離れる、堅く、弾性的な可撓
性材料から形成される部材８４を含むことができる。タブ積層体３０は、第２の主要壁１
２の平面に向かって板バネ８１の遠位端８３を促して変形させる力の瞬時の印加中に、ユ
ニット１０に装填することができる。ユニット１０にタブ積層体３０を装填し、変形させ
る力を除去した後、板バネ８１の遠位端８３は、次いでその元の位置に戻ろうとし、ユニ
ット１０の第１の主要表面１１の方向にタブ積層体３０を促し、保持するであろう。特定
の実施形態において、板バネ８１は、壁に沿って成形するために、ユニット１０の第２の
主要壁１２、及び／又はユニット１０の側壁若しくは端壁とともに、一体化して形成され
る成形プラスチック部材８４を含む。
【００３３】
　付勢要素９は、ユニット１０の第２の主要壁１２の一部分、又は全体を含むことができ
る。特定の実施形態において、付勢要素９は、タブ積層体の全体よりもむしろ窓２０に隣
接するタブ積層体３０の部分に優先的に圧力を印加するのに役立つ。付勢要素９は、付設
のために最上部のタブピース３３に位置付けるよう、タブ積層体３０に適切な力を印加す
るように構築されるべきであるが、ユニット１０からタブピース３３を除去するのが困難
であるような力を印加するべきではない。一実施形態において、付勢要素９は、タブ積層
体３０から最上部のタブピース３３を除去することが望ましい場合、力を低減する又は放
出することができるように、エンドユーザーにより、手動で動作可能であるか又は調整で
きる。
【００３４】
　タブピース保存及び付設ユニット１０は、いかなる好適な方法でも行われ得る。例えば
、ユニットは、スナップ結合、クランピング等の機械的手段により、又は溶媒結合、接着
結合等の方法により、整合し、付設する２つの嵌め合い部品を含み得る。そうでなければ
、ユニット１０は、一体型部品として製造（例えば成形）され得る。様々な部品（側壁、
端壁、末端停止、フランジ、位置合わせレール等）は、別々に製造されかつユニット１０
に付設され得、又はユニットに一体化され得る（例えばそれらとともに成形される）。ユ
ニット１０は、ばらばらとなるように設計され得る（例えば第１の主要壁１１及び第２の
主要壁１２は、互いにばらばらとなり得る）か、又はある部品（例えば側壁）は、新しい
タブピース積層体３０を詰め替えるために、取り外し可能であり得る。テープの接着面と
接触し得る様々な構成要素及び要素の任意又は全ての表面（特定のフランジ主要表面５を
含む）は、その表面に貼り付けるテープの接着面の尤度を最小化するために低エネルギー
処理で処理することができる。
【００３５】
　タブピース保存及び付設ユニット１０は、延伸剥離接着テープのための有用なプルタブ
を提供するために、適切な長さからなるタブを含有し、分配するために、サイズ調整され
る。つまり、形成されたタブは、タブが、テープ５０から剥離しないテープ５０の第１の
主要表面５１及び第２の主要表面５２に、十分な接着領域を有するべきである。加えて、
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形成されたタブは、ユーザーによって容易に把持可能であるために、テープの末縁５４を
はるかに越えて十分に突出すべきである。様々な実施形態において、テープ５０のそれぞ
れの主要表面上のタブ／テープ接着領域は、伸張した長さのテープ５０に沿って、テープ
５０の末縁５４から少なくとも約４ｍｍ、８ｍｍ、又は１２ｍｍ延在すべきである。様々
な実施形態において、形成されたタブは、テープ５０の末縁５４を越えて少なくとも約５
、１０又は約１５ｍｍ突出すべきである。したがって、様々な実施形態において、ユニッ
ト１０は、少なくとも約１３、２６又は３９ｍｍの長さのタブを含有することができるよ
うに、サイズ調整すべきである。
【００３６】
　ユニット１０は、適切な幅からなるタブピースを含有し、分配するために、サイズ調整
される。多くの場合において、タブの幅は、使用されるべきタブと、両面接着テープの幅
がほぼ等しくなるように選択されるべきである。したがって、様々な実施形態において、
タブの保存ユニットは、約１．３ｃｍ（１／２インチ）、約１．９ｃｍ（３／４インチ）
、又は約２．５ｃｍ（１インチ）の幅のタブを含有するようにサイズ調整される。
【００３７】
　タブピース保存及び付設ユニット１０は、個々のタブピースの積層体３０を含有するの
に役立つ。一実施形態において、積層体３０は、ユーザーにユニットが送達される前に、
工場でユニット１０に装填される。追加の実施形態において、タブの詰め替えは、エンド
ユーザーが、ユニットに追加のタブピースを重ねることができるように、提供され得る。
この場合において、ユニット１０は、例えば追加のタブピースを用いて、ユニット１０を
容易に詰め替えできるように、少なくとも１つの開口又は開口可能な側壁を有し得る。
【００３８】
　タブの保存及び付設ユニット１０を使用して、ある長さの両面接着テープ５０、例えば
、ある長さの延伸剥離接着テープに、突出するタブを付設することができる。両面接着テ
ープ５０の長さは、実行されるべき接着動作に適している長さを含むことができ、代替と
して、テープ５０は、より長い長さ（例えば、ロール）を含むことができ、突出するタブ
を付設した後、実行されるべき接着動作に適しているより短い長さのテープから（例えば
、後に詳細に記載される切断プロセスによって）分離される。テープ５０の長さは、末縁
５４、並びに第１の主要接着面５１及び第２の主要接着面５２を含む、末端５３を含む。
第１の主要表面５１上に存在する場合、剥離ライナーは、少なくとも末端５３で、第１の
主要接着面５１を暴露するために除去される。テープ５０の長さは、テープ５０の末端５
３が、（図１ａに示されるように）窓２０と重複する関係にあるように、位置付けられる
。一実施形態において、これは、窓２０の後縁２２で位置合わせされたテープ５０の末縁
５４を用いて実行される。特定の実施形態において、テープ５０の末縁５４は、この動作
を行う際、末端停止部１７の表面３に当接される。別の実施形態において、その長さのテ
ープ５０の１つの側縁５５は、この動作を行う際、窓２０の側縁に隣接して位置付けられ
る位置合わせレール１８で位置合わせされる。特定の実施形態において、長さのテープ５
０の側縁は、窓２０の側縁２３／２４に隣接して位置付けられる位置合わせレール１８に
位置付けられる。
【００３９】
　テープ５０が、適切に位置付けられると、窓２０と重複する関係にあるテープ５０の末
端５３で第２の主要表面５２の少なくとも一部分の領域を、テープ５０の第１の主要接着
面５１が、タブ積層体３０の最上部のタブピース３３の第１の主要表面３１に接触するよ
うに、窓２０にテープ５０の少なくともその部分を偏向するために押圧する。このような
手順は、例えばユーザーの指の使用によって、手動で行われ得る、代替として、材料固定
具又は他の好適なデバイスは、ユニット１０と関連して提供され得、それによって、ユー
ザーは、この動作を行うことができる。手順は、第２の主要表面５２に直接圧力を印加す
ることによって、又は主要表面５２の上に位置付けられる剥離ライナー（又は他の層）に
圧力を印加することによって、行うことができる。実行方法にかかわらず、この手順は、
テープ接着面５１にタブピース３３を付設するのに十分な範囲まで、タブ積層体３０の最
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上部のタブピース３３の第１の主要表面３１と接触するテープ５０の第１の主要接着面５
１の領域をもたらす。その後、テープ５０は、隣接する窓２０から除去され（例えば窓２
０の平面に垂直な「ｚ」に沿って上方にテープを移動することによって）、結果として、
付設したタブピース３３が、窓２０を通過し、ユニット１０から除去される。
【００４０】
　この動作の結果は、（図４に示されるように）テープの末端５３の末縁５４を越えて突
出するタブピース３３の遠位端３４を備えた、ある長さの両面接着テープ５０の末端５３
の第１の主要表面５１へのタブピース３３の付設である。剥離ライナーが、テープ５０の
第２の主要接着面５２上に存在する場合、この時に、剥離ライナーは、少なくとも末端５
３で表面５２から除去される。その後、タブピース３３の突出する部分の遠位端３４は、
（例えば、図４に示されるようにテープ５０の末端５３の末縁５４の周りにそれを巻きつ
けることによって）テープの末端５３の周りに巻きつられける。その後、タブピース３３
の遠位端３４の主要表面３１の領域は、接着テープ５０の末端５３の第２の主要接着面５
２と接触させられる、及び接着させられる。この手順を実行する際、タブピース３３の遠
位端３４は、十分な接着領域を提供するように（例えば、テープ５０の第２の主要接着面
５２上のタブ／テープ接着された領域は、テープ５０の第１の主要接着面５１上のタブ／
テープ接着された領域と同じような大きさであるように）、第２の主要接着面５２上に位
置付けられる。テープ５０の第２の主要接着面５２上のタブピース３３の遠位端３４の適
切な配置を、ユーザーによって視覚的に推測することができる、代替として、長さのテー
プ５０は、正確な配置を支援するために、（現在、ユーザーが直面する第２の主要表面５
２を備える）窓２０と重複する関係に設置され得る。
【００４１】
　タブピースを巻きつけ、かつ設置する際、ユーザーを支援するために、タブピースは、
タブピースの縦軸に沿ってほぼ中間に位置する折り目３７を提供され、かつタブピースの
縦軸に対して横方向に配向され得る。折り目３７の存在により、タブピース３３の遠位端
３４の適切にサイズ調整された領域を、接着のためにテープ５０の接着面５２と重複する
関係に設置するために、ユーザーは、タブピース３３を巻きつけ易くなる。線形領域に沿
って優先的に折り曲がる傾向を有するタブフィルムを提供するために、このような折り目
は、タブフィルム材が、処理された（例えば弱化する、ミシン目を入れる、切除する等）
線形領域を含んでよい。あるいは、線形領域に沿って特定の方向に優先的に折れ曲がる傾
向を有するタブフィルムを提供するために、このような折り目は、フィルム材が偏倚（折
畳み、しわ形成等）された線形領域を含んでよい。
【００４２】
　テープ５０の第２の主要接着面５２へのタブピース３３の遠位端３４の接着とともに、
接着テープの末端の双方の主要表面に付設され、かつテープの末端の末縁を過ぎて突出す
るタブを有する、ある長さの両面接着テープを、提供する。一実施形態において、タブピ
ース３３の同一の主要表面３１は、両面接着テープ５０の双方の主要接着面５１及び５２
に付設される。
【００４３】
　一実施形態において、テープ５０の長さは、上記のタブ付設手順を実行する場合、実施
されるべき接着動作に好適な、個々の長さを含む。代替的な実施形態において、上記の手
順は、より長い長さ（例えば、ロール）として存在する両面接着テープ５０を用いて実行
される。本実施形態において、実施されるべき接着動作に適する、（記載されるように付
設される突出するタブを備える）所望の長さのテープ５０は、その後、より長い長さのテ
ープから分離される。このような分離プロセスは、切断デバイス（例えばはさみ、ナイフ
、ブレード、ギロチン等）の使用によって実行され得る。一実施形態において、切断デバ
イス２７（例えばはさみ、ナイフ、ブレード、ギロチン等）が、タブの保存及び付設ユニ
ット１０の一部として提供、又は付設される。切断デバイス２７は、タブの保存及び付設
ユニット１０上の任意の好都合な位置に提供され得る。必要に応じて、切断デバイスは、
格納式又は取り外し可能なカバーを含むことができ、それによって、ブレードは、使用し
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ないときは、遮蔽することができる。
【００４４】
　本明細書に開示されるように、タブピースは、典型的には、縦軸及び短軸を含み、少な
くとも１つの接着表面を有し、かつ使用可能なタブを形成するのに十分に強力である、任
意のフィルム材からなり得る。一実施形態において、多数のタブピースは、タブピース保
存及び付設ユニット１０に設置されるべき積層体３０を形成するために、ユニット１０の
窓２０に向かって配向されるそれぞれのタブピースの接着可能面と組み合わせられる。し
たがって、（両面テープ５０の第１及び第２の主要接着面５１及び５２に接着される表面
であろう）それぞれのタブピースの第１の主要表面３１は、接着可能面である。接着可能
面とは、概して、タブが感圧性接着剤から取り外し可能ではない、又はタブフィルム、タ
ブフィルム材、延伸剥離テープの感圧性接着剤、若しくは延伸剥離テープの弾性的な裏材
（存在する場合）の接着可能面を損傷することなく、取り外し可能ではないような、感圧
性接着剤（両面接着テープ及び特に、延伸剥離接着テープに一般的に使用されるもの、並
びに例えば米国特許第５，５１６，５８１号（Ｋｒｅｃｋｅｌ　ｅｔ　ａｌ．）に更に詳
細に記載されるもの等）に接着可能な表面を指す。そのようなものとして、接着可能面は
、上記のような剥離ライナーを含まないあらゆる表面を含んでよい。即ち、接着可能面と
は、剥離コーティング、低接着性バックサイズ、処理又は成分、例えばシリコーン又はシ
リコーン含有材料、フッ素化又はフッ素含有材料、フルオロシリコーン材料などを含まな
い表面を指す。タブフィルムに好適な材料の代表例としては、ポリオレフィン、例えば高
密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレン、及び線状超低密度ポ
リエチレンを包含するポリエチレン、ポリプロピレン、並びにポリブチレン、ビニル共重
合体、例えば、可塑化された及び可塑化されていないポリ塩化ビニル、並びにポリビニル
アセテート、オレフィン共重合体、例えばエチレン／メタクリレート共重合体、エチレン
／酢酸ビニル共重合体、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体、及びエチレ
ン／プロピレン共重合体、アクリル重合体及び共重合体、並びに前述の組み合わせが挙げ
られる。ポリエステルベースの材料（例えばポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブ
チレンテレフタレート）等）も使用されてもよい。あらゆるプラスチック又はプラスチッ
ク及びエラストマー材の混合物又はブレンド、例えばポリプロピレン／ポリエチレン、ポ
リウレタン／ポリオレフィン、ポリウレタン／ポリカーボネート、ポリウレタン／ポリエ
ステルを使用することもできる。セルロースフィルム（例えば紙、セロハン等）を使用す
ることもできる。タブフィルムはまた、例えば、充填フィルム、例えば炭酸カルシウム充
填ポリオレフィンのような充填材料から調製することもできる。タブフィルムは、例えば
押出成形、共押出し成形、溶液流延などのようなあらゆる既知のフィルム形成方法によっ
て作製され得る。多くの用途に関して、透明フィルムが好ましいことがある。
【００４５】
　タブフィルム材料は、それから形成されるタブが把持され、引っ張られるとき、破断又
は引き裂けないように、十分な厚さ及び強度を有するべきである。つまり、タブフィルム
材料は、延伸剥離接着テープの延伸剥離特性を活性化するために使用される力に耐えるべ
きである。様々な実施形態において、タブフィルムは、厚さが少なくとも約１２マイクロ
メートルであり得る。しかしながら、タブフィルムは、取り扱いが困難になるほどの厚さ
であってはならない。様々な実施形態において、タブフィルムは、最大限で厚さが約７５
マイクロメートル又は１５０マイクロメートルである。
【００４６】
　タブフィルム材料の接着可能面は、延伸剥離接着テープの接着面に対するその接着能力
を向上させるように処理されてよい。例えば、コロナ放電、プラズマ放電、火炎処理、電
子ビーム照射、紫外線、化学蒸着、酸エッチング、又は化学的下塗りが使用されてよい。
一実施形態では、接着性を向上させるために、感圧性接着剤がタブフィルムの接着可能面
上に配置される。
【００４７】
　タブフィルムの他の表面は、本明細書で規定されるように接着可能である必要がないこ



(13) JP 5291722 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

とがある。しかしながら、この他の表面は、ユーザーによって容易に把持可能であるべき
であり、また、把持し易さを向上させるために処理（粗面等）を含んでよい。本明細書で
後に詳細に記載されるように、他の処理が所望に応じて使用されてよい。
【００４８】
　様々な実施形態において、接着可能面及び把持可能面の一方又は両方は、特定の領域内
で、例えばストライプ塗り、模様塗りなどによって、その表面の異なる領域内で異なる特
性を提供するように処理されてよい。例えば、（下塗りによって、又は接着剤コーティン
グ等によって達成される）より高い接着特性の領域が提供されてよい。その代わりに、又
はそれに加えて、（剥離剤コーティング等によって達成される）より低い接着特性の領域
が提供されてよい。
【００４９】
　様々な実施形態において、タブフィルムピースは、詳細に上に記載されるように、折り
目を提供することができる。
【００５０】
　両面接着テープ５０は、第１の主要表面５１及び第２の主要表面５２上に接着剤を含む
あらゆる好適なテープであり得る。一実施形態において、両面接着テープ５０は、延伸剥
離接着テープを含む。好適な延伸剥離接着テープは、感圧性接着剤がその上に配置（例え
ばコーティング）された、弾性的な裏材、又は非常に伸張性の高い実質的に非弾性的な裏
材を含み得る。あるいは、テープは、中実の、弾性的な感圧性接着剤から形成され得る。
したがって、この文脈において、用語「テープ」は、（残留接着剤の別個の層を備えた裏
材を含む製品に加えて）接着剤の単一の、一体の、又は中実の構造を含む製品を包含する
。好適な延伸剥離テープは、米国特許第４，０２４，３１２号（Ｋｏｒｐｍａｎ）、独国
特許第３３　３１　０１６号、米国特許第５，５１６，５８１号（Ｋｒｅｃｋｅｌ　ｅｔ
　ａｌ．）、及びＰＣＴ国際公開第ＷＯ９　５／０６６９１号（Ｂｒｉｅｓ　ｅｔ　ａｌ
．）に記載されている。
【００５１】
　接着面５１及び５２の一方又は両方は、存在する、ライナー、即ち剥離ライナーで被覆
されて供給され得る。ライナー（単数又は複数）は、任意の従来の取り外し可能なライナ
ーであり得る。典型的なライナーとしては、例えば、紙、又はポリエチレン、ポリプロピ
レン、若しくはポリエステルのような高分子フィルムから形成された裏材が挙げられ、こ
れは、シリコーン、フッ素性化学物質、又は表面を実質的に非接着性とする、その他のい
ずれかの従来より既知のコーティング（例えば、低接着性バックサイズとして当該技術分
野において既知のコーティング）のような剥離剤によってコーティングされる。多くの場
合に好ましいライナーは、シリコーンコーティングされた紙である。多くの場合、両方の
主要表面上に剥離剤が存在しているライナーが延伸剥離接着テープとともに使用され、延
伸剥離接着テープの長さがロールを含む場合、ライナーの一方の表面が接着面５１と接触
し、ライナーの他方の表面が接着面５２と接触する。そのような場合、このような剥離ラ
イナーを１つだけ使用する必要がある。上に論じられるように、このようなライナー（単
数又は複数）は、対象（単数又は複数）に延伸剥離接着テープを接着することが望ましい
場合、一般的に除去される。
【００５２】
　一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニット１０は、両面接着テープと関連
しないユニットとして提供される。代替的な実施形態において、ユニット１０は、両面接
着テープと組み合わせて提供される。特定の実施形態において、両面接着テープ５０（別
個の長さの一連としてロール形態において）及びタブピース保存及び付設ユニット１０を
、（例えば、ともに包装された）キットとして、ともに提供される。更なる実施形態にお
いて、タブピース保存及び付設ユニット１０は、好適な両面接着テープディスペンサー４
０のフレーム４１に付設される。
【００５３】
　図５の例示の実施形態を参照すると、本明細書に、フレーム４１を含むディスペンサー



(14) JP 5291722 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

４０を開示する。（図５におい明確にするために省略された）両面接着テープ５０のロー
ルは、フレーム４１上に位置付けされ得る。図５の例示の実施形態において、任意のハブ
４２は、テープ５０のロールを収容するために提供される。このような構造において、テ
ープ５０のロールは、ハブ４２上に直接巻くことができる、あるいはロール５０は、それ
自体がスライド可能なようにハブ４２に取り付け可能な芯に巻くことができる。存在する
場合、ハブ４２は、（図５及び１０の例示図にあるように）、その上に取り付け可能であ
るテープのロールの幅と同じような軸寸法を含んでよい。あるいは、ハブ４２の軸寸法は
、更に小さくなり得る（例えば、ハブ４２は、切れ残り又はフランジであり得る）。代替
的な実施形態において、ハブは存在しなくてよい。そのような場合において、ロール５０
は、いくつかの他の方法において、所望の位置に担持され得る。例えば、フレーム４１は
、テープ５０のロールを部分的に、実質的に又は完全に取り入れる（図１０の例示の実施
形態に例示され、かつ本明細書に後で論じられるような）ハウジングを含み、テープ５０
のロールは、ハブを使用せず、ハウジング内の適所に担持され得る。
【００５４】
　ディスペンサー４０は、フレーム４１に付設されたタブピース保存及び付設ユニット１
０を更に含み、ユニット１０は、第１の主要表面３１及び第２の主要表面３２を含む（明
確にするために図５から省略された）積層体３０に配列され、かつ詳細に上に記載された
個々のタブピースを含有する。タブピース保存及び付設ユニット１０は、第１の端部１５
及び第２の端部１６を備える伸張した形状を含み、かつ少なくとも第１及び第２の主要対
向壁１１及び１２を含み、第１の主要壁１１は、伸張した保存及び付設ユニット１０の第
１の端部１５に隣接し、かつタブピース積層体３０の第１の主要表面３１の少なくとも一
部分を暴露する窓２０を含む。
【００５５】
　ディスペンサー４０の一実施形態において、フレーム４１は、タブピース保存及び付設
ユニット１０に接続する部材（単数又は複数）を含む。フレーム４１は、（ハブ４２の片
軸端又は両軸端から）タブピース保存及び付設ユニット１０まで（任意の）ハブ４２に接
続してよい。このような実施形態において、テープ５０のロールは、実質的に暴露され得
る。別の実施形態（図５に図示される）において、フレーム４１は、任意のハブ４２及び
ユニット１０が付設される少なくとも１つの側壁４３を含む。この場合には、側壁４３は
、部分的に、実質的に又は完全に、ロール５０の少なくとも１つの軸表面を被覆してよい
。別の実施形態において、後に詳細を論じるように、フレーム４１は、少なくとも第１及
び第２の側壁を含み、かつ部分的に、実質的に又は完全に、テープ５０のロールを取り囲
むハウジングを含む。
【００５６】
　ディスペンサー４０を使用する際、上に詳述される手順に従い、テープ５０の末端５３
（図５に図示せず）を、タブピース保存及び付設ユニット１０の窓２０に重複する関係に
位置付けることができ、タブピース３３は、テープ５０の末端５３に付設される。
【００５７】
　ディスペンサー４０の一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニット１０、及
びテープ５０のロールは、テープ５０の末端５３が、窓２０と重複する関係に位置付けら
れる場合、テープ５０の部分が、保存及び付設ユニットの主要表面１１の非窓部分６６と
重複する関係にない（つまり、主要表面１１の部分６６は、ユニット１０の端部１６と窓
２０の後縁２２との間にある）ように、配置される。このような配置を、図６及び８に示
す。（この文脈において、壁の表面に対してアイテムを参照すると、「重複する関係」と
いう用語は、アイテムが、アイテムと表面との間にある壁の本体の部分がなく、壁表面に
隣接することを意味する）。このような構造は、テープ５０の末端５３が、窓２０と重複
する関係にある場合、テープ５０の少なくとも一部分が、保存及び付設ユニット１０の主
要表面１１の非窓部分６６と重複する関係にある（このような対照的な配置を、図７及び
９に示す）ような配置と対照的である。
【００５８】
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　図６及び８に図示される実施形態において、テープ５０の部分は、窓２０（及び、存在
する場合、フランジ１９）と重複する関係にあるテープ５０の部分以外のタブ積層体３０
のいずれの部分とも重複する関係にない。したがって、最上部のタブピース３３の端部３
４は、長さの両面接着テープ５０の末縁５４を越えて突出する。したがって、長さのテー
プ５０の末端５３に最上部のタブピース３３を付設する際、新しく付設されたタブピース
３３の遠位端３４は、長さのテープ５０の末縁５４を越えて突出するであろう（即ち図４
に示されるものと同じような構造を形成するであろう）。このような状態は、テープ５０
の双方の主要表面１１及び１２に付設され、かつテープ５０の末縁５４を越えて突出する
タブを持つ、ある長さの両面接着テープ５０を形成するために、タブピースの遠位端３４
が、テープ５０の末端５３の周りに巻きつけられることを可能にする。このような状態は
、図７及び９に例示される構造を備えて存在しない、したがって、これらの構造は、接着
テープの双方の表面に付設され、かつテープの末縁をはるかに過ぎて突出するタブの形成
は、使用可能な突出するプルタブとしての機能を果たさない。
【００５９】
　一実施形態において、タブピース保存及び付設ユニット１０は、図６に示されるように
、ユニットの縦軸が、ハブ４２の最も近い表面に対して実質的に平行であるように、位置
付けられ得る（ハブが存在しない場合、タブピースの保存付設ユニット１０は、ユニット
の縦軸が、テープ５０のロールの最近の内表面５９に対して実質的に平行であるように、
位置付けられ得る）。代替的な実施形態において、ユニット１０は、（図８にあるように
）ユニットの縦軸が、テープハブの最近の内表面及び／又はテープ５０のロールの最近の
内表面に対して実質的に垂直であるように、位置付けられ得る。様々な実施形態において
、ユニット１０は、実質的に平行な状態と実質的に垂直な状態との間で、位置付けられ得
る。
【００６０】
　一実施形態（ユニット１０が、ディスペンサー４０に付設されるかどうかにかかわらず
）において、ユニット１０は、図１、１ａ、３、及び８の例示の実施形態に示されるよう
に、実質的に平らである。代替的な実施形態（再び、ユニット１０が、ディスペンサー４
０に付設されるかどうかにかかわらず）において、ユニット１０は、図２、５、６、及び
１０の例示の実施形態に示されるように、曲線状である（つまり、第１及び第２の主要壁
１１及び１２は、弓状である）。様々な実施形態（更に再び、ユニット１０が、ディスペ
ンサー４０に付設されるかどうかにかかわらず）において、第１及び第２の主要壁１１及
び１２は、互いに実質的に平行であり得る（表面が、相対的に平らである、又はそれらが
弓状の形状を含むかどうかにかかわらず）又は相対的に非平行であり得る。
【００６１】
　組み合わせたテープディスペンサー及びタブピース保存及び付設ユニットを提供する際
、多くの構造が可能である。例えば、（図１０の例示の実施形態に示されるように）、デ
ィスペンサーフレーム４１は、ハウジングをともに形成する第１の側壁４３及び第２の側
壁４８を含み得る。このようなディスペンサーは、（例えば、図１０の分解図に示される
ように）ともに固定する２つ以上の嵌め合い部品から作製され得る。そのような場合にお
いて、タブピース保存及び付設ユニット１０の様々な構成要素は、２つの嵌め合い部品に
より供給され得る。例えば、図１０の実施形態において、タブピース保存及び付設ユニッ
ト１０の第１及び第２の主要壁１１及び１２は、ディスペンサーフレーム側壁４３の一部
として提供され、ユニット１０の側壁は、ディスペンサーフレーム側壁４８の領域４７に
よって提供される。
【００６２】
　側壁４３及び４８に加えて、ディスペンサーフレーム４１はまた、側壁４３及び／又は
側壁４８と組み合わせて、（明確にするために図１０から省略される）テープ５０のロー
ルを、ハウジングによって、部分的に、実質的に又は完全に取り入れるようにハウジング
を形成する（図１０の例示の実施形態に図示される）外壁４９を含むこともできる。その
ような場合において、壁４９は、スロット４４を含むことができ、それを通って、テープ
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１の主要壁１１の開口部７１と接触する役目を果たす開口部４６（図１０に図示される）
を含み、タブピース保存及び付設ユニット１０の窓２０を提供することができる。
【００６３】
　様々な実施形態において、ディスペンサーフレーム４１は、側壁４３、側壁４８、及び
／又は壁４９のうちのいずれか１つ、又はその中から選択されるいずれかの組み合わせと
組み合わせて、タブピース保存及び付設ユニット１０を含む、単一の一体型部品から作製
される。特定の実施形態において、これらの構成要素は、ユニットとして成形することに
よって、作製される。
【００６４】
　必要に応じて、ディスペンサーは、ある長さのテープをロールから切断するために、切
断デバイス２７（本明細書の他に記載されるように）を含むことができる。（再び、前述
のように、このような分離プロセスは、突出するタブの付設前、あるいはその後のいずれ
かで実施され得る）。切断デバイス２７は、前述されるように、タブの保存及び付設ユニ
ット１０の一部として提供され得る、又は付設され得る。代替として、切断デバイス２７
は、ディスペンサーフレーム４１上のいずれかの従来の位置で、ディスペンサーフレーム
４１の一部として提供され得る、又は付設され得る。必要に応じて、切断デバイス２７は
、格納式又は取り外し可能なカバーを含むことができ、それによって、ブレードは、使用
しないときは、遮蔽することができる。
【００６５】
　使用中、ロール５０の遊離（末）端部５３を、ロール５０の下位層の暴露された表面に
タック止めすることができる。あるいは、担持する表面は、ディスペンサーフレーム４１
上のいずれかの従来の位置で提供され得、ディスペンサーを、再び使用するまで、テープ
ロール５０の末端５３を一時的に接着することができる表面を含む。このような担持する
表面は、テープを、担持する表面から容易に除去することができるように、低エネルギー
表面を含み得る。別の実施形態において、本明細書に前に詳述される手順に従い、タブ積
層体３０の最上部のタブピース３３の第１の主要表面３１に、テープ５０の第１の主要接
着面５１を接着するために、テープ５０の末端５３は、窓２０と重複する関係に設置し、
偏向させることができる。ディスペンサー４０は、その後、この状態で保存することがで
きる。付設したタブを備える、ある長さのテープ５０を分配することが望ましい場合、ユ
ーザーは、テープ５０を所望の長さに切断し、窓２０からテープ５０を引抜いて、ユニッ
ト１０から最上部のタブ３３を除去する（再び、これらの動作は、どの順序でも実施する
ことができることに留意すること）。テープ５０の（新しく形成された）末端５３は、そ
の後、窓２０と重複する関係に位置付けられ、タブ積層体３０の（新しく暴露された）第
１の主要表面３１に接着され、ディスペンサー４０は、この状態において、再び保存され
る。
【００６６】
　本発明の多数の実施形態を記載してきた。いずれにしても、本発明から逸脱することな
く様々な修正を行ってもよいことが理解されるであろう。したがって、その他の実施形態
も、以下の特許請求の範囲の範疇にある。
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